第７章　水産業
概況　
　本府の漁業は、瀬戸内海に属する大阪湾の東半分を主要漁場とし、主として内湾性の魚介類を漁獲対象として営まれている。
　大阪湾は、流入河川が多く餌料生物が豊富で漁業資源に恵まれ、単位面積当たりの漁獲量は瀬戸内海でも上位にランクされている。
　南北に連なる屈曲の少ない単調な海岸線は府下８市４町にまたがり、漁港は昭和58年３月末日現在で12港、そのうち第１種は８港、第２種は３港、第３種は１港となっている。
　外洋からの回遊魚は少なく、内湾性、内海性の魚介類が大部分を占め、主な漁獲物は、魚類では「いわし類」、「いかなご」、「かれい類」、「あなご」、水産動物類では「よしえび」、「がざみ」、「しゃこ」、「こういか」、「まだこ」､貝類では「あかがい」、海草類では「わかめ」などである。
　昭和58年の漁獲量は史上最高であった前年に比べ５万1618トンの大幅減少の６万3343トンであった。これは「いわし類」の不振によるものである。
漁業経営体数と漁船数
　昭和58年11月１日現在実施の第７次漁業センサスの結果、本府の漁業経営体数は、第６次漁業センサス（昭和53年11月１日実施）の791経営体から49経営体（6.2パーセント）増加して840経営体となった。このうち、個人経営体は796経営体で、総数の94.8パーセントを占めている。
　登録漁船数は、昭和58年12月末日現在では1635隻で、前年の1636隻より１隻（0.1パーセント）の減少となっている。
　このうち、動力船は1592隻で前年の1579隻より13隻（0.8パーセント）増加し、無動力船は前年の57隻より14隻増加の43隻となっている。
漁獲量
　昭和58年中の総漁獲量は６万3343 トンで、前年の11万4961トンより５万1618 トン（44.9パーセント）の大幅減少となっている。
　漁獲量を市町別にみると、岸和田市が３万3875トン（総漁獲量の53.5パーセント）で最も多く、次いで泉佐野市が1万1546トン（同18.2パーセント）、堺市が１万6435トン（同10.2パーセント）と続き、この３市で全体の81.9パーセントを占めている。
　漁業種類別にみると、まき網が５万2083トン（総漁獲量の82.2パーセント）で最も多く、次いでパッチ網が5682トン（同9.0パーセント）、底びき網が3351トン（同5.3パーセント）と続き、この３漁業で全体の96.5パーセントを占めている。
　また、魚種別にみると、魚類が６万1426トン（総漁獲量の97.0パーセント）で最も多く、次いで水産動物類が1766トン（同2.9パーセント）、海草類が120トン（同0.2パーセント）、貝類が31トン（同0.0パーセント）となっている。魚類のうちでは、「いわし類」が２万2538トンで最も多く、36.7パーセントを占めている。
内水面漁業漁獲量
　昭和58年中の内水面漁業漁獲量は24トンであった。　
　主な魚種別にみると、あゆが10トン（総漁獲量の41.7パーセント）で最も多く、次いでふなが４トン（同16.7パーセント）、こいが３トン（同12.5パーセント）となっている。
内水面養殖業収獲量
　昭和58年中の内水面養殖業収獲量は738トンで、前年の489トンから249トン（50.9パーセント）の増加となっている。
　養殖魚種別に主なものをみると、ふな養殖が540トン（総収獲量の73.2パーセント）で最も多く、次いでこい養殖が92トン（同12.5パーセント）、うなぎ養殖が33トン（同4.5パーセント）となっている。
